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①流域の概要
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計画の概要

計画規模 1/200
計画降雨量 457mm/2日 （石原）

河川名 基準地点
基本高水の
ピーク流量

(m3/s)

洪水調節施設
による調節流量

(m3/s)

河道への
配分流量

(m3/s)

多摩川 石原 8,700 2,200 6,500

主な洪水と治水対策 現行の基本方針（H12）の概要

○ 平成12年12月に策定した現行の基本方針では、基本高水のピーク流量を8,700m3/sとし、これを洪水調節施設により洪水調節を行い、石原地点の計画高水流量
を6,500m3/sと設定した。

多摩川水系

■ 災害の発生の防止または軽減
• 上流部の洪水調節施設により、中・下流部への負担を軽減させるとともに、本川中・下流部及び支川浅川等において、河川整備や河川横断工作物等に対

する適切な対処などにより、計画規模の洪水を安全に処理する。
• 必要に応じて内水対策を実施するほか、河口部については高潮に対して安全な対策を行う。
• 地震防災を図るため、堤防の耐震化等を実施する。

• 整備途上段階での施設能力以上の出水が発生した場合においても被害をできるだけ軽減できるよう、必要に応じ対策を講じるとともに、計画を上回る洪水
が発生した場合に被害を極力抑えるよう配慮する。

■ 河川水の利用
• 渇水に強い社会をつくるため、より一層水資源の広域的かつ合理的な利用の促進を図る。
• 多摩川が育んできた多様な生態系や人とのふれあいの場をより良好なものとして後世へ継承するよう努める。
• 流水の正常な機能が維持されるよう、関係機関等と連携しなが ら河川水の適正な利用に努める。
• 流域での雨水の浸透・貯留機能の保全・回復、取排水体系の適正化、水質汚濁に係る環境基準の達成への取組を流域全体でより一層推進する。

■ 河川環境の整備と保全
• 歴史的に「多摩川河川環境管理計画」の果たしてきた重要な役割を認識し、今後とも「多摩川河川環境管理計画」を踏まえ、多摩川が有するかけがえのない

自然と文化を子々孫々に継承すべく、自然的及び社会的状況踏まえ、関係自治体や流域住民等との共通認識のもと秩序ある保全と利用に努める。

河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

計画高水流量図
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主な洪水と治水対策 これまでの治水対策の経緯

○ 大正７年から多摩川改修事業に着手し、下流から上流へと事業を進めてきた。

○ 多摩川は古くから多くの水利用を支えている。水利用にあたり取水堰が設置されているが、設置年が古く、流下阻害となる堰が現存している。このため平成１１
年から流下阻害対策として堰の改築を実施している。

○ 昭和４９年の堤防決壊にも見られるように多摩川は多くの河岸侵食が発生しており、堤防の安全性を確保するため水衝部対策を実施している。

事業名 区域 工期 工事内容

①多摩川改修事業 河口～二子橋 大正７年～ 築堤、掘削、浚渫、護岸

②多摩川上流改修事業
二子橋～日野橋

浅川
（多摩川合流点～高幡橋）

昭和7年～
旧堤補強、築堤護岸、

水制工

③多摩高潮対策事業 河口～六郷橋 昭和41年～ 高潮堤防、暫定盛土

④多摩川上流改修事業（２） 日野橋～61.8k 昭和44年～
無堤部築堤護岸
床固、旧堤補強

⑤浅川改修事業 高幡橋～南浅川合流点 昭和44年～ 旧堤補強、護岸

⑥大栗川改修事業 多摩川合流点～1.1k 昭和47年～ 旧堤補強、掘削護岸

⑦高規格堤防 河口～日野橋 平成元年～ 高規格堤防

多摩川水系

二ヶ領宿河原堰改築（平成11年3月完成）

堰対策 水衝部対策改修の変遷

昭和４９年以降の災害復旧実施箇所

実施位置 ×

実施箇所数 １８２箇所

（令和2年3月末現在）
⑦高規格堤防

（工事着工前）

上流部

下流部

中上流部・中下流部

堰対策

二
ヶ
領
宿
河
原
堰
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主な洪水と治水対策 河川環境管理計画と空間利用（市民等との連携）

市民等との連携

河川敷の区分の設定

礫河原植物であるカワラノギク等を保全するため、
市民、大学、自治体と協働で除草作業を継続実施

多摩川流域セミナー実施状況

多摩川水系河川整備計画

カワラノギク

（平成13年3月 多摩川水系河川整備計画より抜粋）

4

令和4年6月19日

平成30年7月14日

平成28年4月

多摩川水系

○ 河川環境管理計画で策定された内容の効果的・効率的な推進を図るため、より具体的な考え方について多摩川水系河川整備計画に位置付けており、目標として、河川管理者、
関係機関、自治体、学識経験者、自治会及び市民団体等が各々の責務を認識し、有機的に連携を図りながらきめ細かな河川管理を目指すこととしている。

○ また、整備計画策定にあたっては、市民、行政、河川管理者、学識経験者が一同に会し意見交換を行う「多摩川流域セミナー」を立ち上げ、誰でも参加可能、すべて公開で実施し
、様々な立場の人たちが一緒に議論を重ね、意見交換しながら「多摩川水系河川整備計画」の策定するとともに、その後も多摩川のいい川づくりを具体化するため「多摩川流域
セミナー」を定期的に開催（令和３年度末時点 計５５回開催）しながら市民と意見交換を行うとともに、市民、大学及び関係自治体と連携した「外来種駆除」「礫河原植物の保全」
などの自然保全活動を継続的に実施している。
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下流から浅川合流点を望む（R2.11月撮影）

六郷橋上空から下流を望む（R2.11月撮影）

主な洪水と治水対策 河川環境管理計画と空間利用（自然環境の変化）

自然環境の変化

・ヒヌマイトトンボの生育環境が保全されている。

・単子葉草本群落（ヨシ群落）が、単子葉草本群落（その他の単子葉草本群落）
に変化するとともに、下流に向けて拡大傾向にあり干潟が減少している。

・カワラヨモギ－カワラサイコ群集などの礫河原固有植物が保全されている。
・一方でハリエンジュなどの外来種植林地が拡大傾向にある

H6作成環境情報図 H27作成環境情報図

H6作成環境情報図 H27作成環境情報図

S59撮影

R2撮影

H11撮影

S59撮影

R2撮影

H11撮影

ハリエンジュ等の外来植物が拡大ハリエンジュ等の外来植物が点在

単子葉草本群落が拡大

シオクグ等の塩沼植物群落が拡大塩沼植物群落が小規模

植生帯は無く水域

多摩川下流部（六郷地区） 多摩川中上流部（浅川合流点付近）

空中写真による環境の変遷

多摩川下流部（六郷地区）

多摩川中上流部（浅川合流点付近）

植生帯は無く水域

徐々に群落が拡大

単子葉草本群落が拡大

塩沼植物群落が拡大

ハリエンジュ等の外来植物が点在

ハリエンジュ等の外来植物が拡大

塩沼植物群落が小規模

多摩川水系

○ 多摩川河川環境管理計画を策定したことにより、多摩川らしい自然環境の保全・回復に資する施策、及び人と多摩川の良好な関係を創出するための対策を適切
に講じ河川環境の整備を図るとともに、関係自治体や地域住民等との共通認識のもと、多摩川の自然環境の保全と秩序ある利用が今日まで図られてきた。

○ 生態系保持空間においては、人の立ち入りを必要最低限に留めたことにより、環境管理計画を策定したS55以降広大な植生帯の保全が実現されており、汽水域
である下流部でヨシ群落等のヒヌマイトトンボの生育環境の保全、中上流部ではカワラヨモギやカワラサイコ群落などの礫河原固有植物が保全されている。

○ 自然環境の保全・創出がされている一方、単子葉草本群落の拡大に伴う干潟の減少、自然の営力の作用による外来種の繁茂、陸域と水域の二極化など、河川
環境上の課題も確認されている。

○ 今後実施する治水事業においては、確認されている課題等を踏まえ順応的に実施することとしている。
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②基本高水のピーク流量の検討

②基本高水のピーク流量の検討



7

y = 12.734 x0.655 

1

10

100

1000

0.001 0.010 0.100 1.000 10.000 100.000

貯
留

高
s

流出高 q

y = 22.494x0.543

1

10

100

1000

0.001 0.010 0.100 1.000 10.000 100.000

貯
留

高
s

流出高 q

0
10
20
30
40
50
60

1 13 1 13 1 13 1 13

時
間

雨
量

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

0:00 12:00 0:00 12:00 0:00 12:00 0:00 12:00 0:00

流
量

計算流量

実測流量（流量観測）

流域分割図流域定数f1、Rsaの設定

総降雨量と総流出高の関係

流域定数K、P、Tlの設定

■検討地点の観測流量、上流域平均雨量のデータが揃っており、上流に貯留施設等が無く自
然流況の把握が可能な小河内ダム、東秋留橋、浅川橋、報恩橋地点を対象に実績ピーク流
入量が最大の洪水を用いて検討した。

■K、Pについては、各地点において、最大流量を記録した洪水の定数を重視し設定し、Tlにつ
いては、対象洪水の平均値より設定した。

■代表地点で求めた値を用い、流域特性（地形・地質）を考慮し各小流域の定数を設定した。

f1=0.3、Rsa=370mm f1=0.4、Rsa=210mm

実績流量の再現性の確認

■基準地点石原の実績ピーク流量との再現性を確認

再現確認結果（例）

■過去から流量データのある小河内ダム（多摩川上流域）、東秋留橋・調布橋（多摩川中流域）、
高幡橋・浅川橋・報恩橋（多摩川下流域）を対象地点として、実績流量のハイドログラフをもと
に流出成分を直接流出成分（表面流出成分と中間流出成分）と間接流出成分（地下水流出
成分）に分離し、各洪水毎の総直接流出高と総降雨量を関係をプロットし、一時流出率（ｆ１）､
飽和雨量（Rsa）を求めた（なお、Rsa以降は流出率1.0と設定）。

◆近年最大の洪水
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◆石原地点の流量観測値が得られている洪水
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f1=0.5、Rsa=170mm

浅川橋 K=12.734、P=0.655、Tl=10東秋留橋 K=22.494、P=0.543、Tl=100

貯留高と直接流出高の関係図（例）

流出計算モデルの近年洪水による確認
○ 基本高水の検討にあたり、現行の河川整備基本方針策定以降に発生した洪水を含め、実績の雨量・流量データをもとに流出計算モデル（貯留関数法）を確認し

た。
○ その際、主要な実績洪水を用いて再現計算を行い、流出計算モデルの妥当性を確認した。

平成19年9月洪水

令和元年10月洪水

平成11年8月洪水

多摩川水系

平成19年9月洪水 令和元年10月洪水
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流域の状況
○ 多摩川流域の土地利用状況としては、約34%が市街地、約61%が山林等、約3%が畑地になっている。現行河川整備基本方針の策定当時（平成12年）と比較して、

土地利用の大きな変化は見られないが、浅川流域においては市街化が進んでおり、流出量が増える傾向である。

土地利用分布

平成28年

多摩川水系

国土数値情報より作成

：山林等

：農地

：市街地

：河川等

凡例

平成9年

小河内流域

浅川流域

昭和51年

小河内流域

浅川流域

小河内流域

浅川流域

27.2%

30.9%

35.8%

40.6%

61.0%

59.6%

56.4%

54.1%

9.6%

7.3%

5.7%

3.2%

2.2%

2.1%

2.1%

2.2%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和51年
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平成28年

市街地 山林等 農地 河川等
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浅川流域の流出率

＊平成2年以降で150mm以上の降雨による試算
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小河内流域の流出率

＊平成3年以降で150mm以上の降雨による試算

■流出率はほとんど変化ない。

多摩川上流部の状況

■小河内流域では、山林がほとんど占めている。

浅川（11.0k付近）
小河内

■流出率が増加傾向である。

■浅川流域は市街化が進んでいる。

浅川の状況
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流域の状況の考慮
○ 流出計算モデルの河道部分について、大臣管理区間については洪水波形の伝播状況をより正しく反映できるよう一次元不定流計算とし、そのほかの区間につ

いては貯留関数の河道モデルとした。

○ 流域内に存在するダムは小河内ダム１つであり、モデル分割に反映した。

流出計算モデル模式図等

多摩川水系

利水ダム

小河内ダム

ダムの形式 重力式コンクリートダム

堰高 149m

流域面積 262.9km²

総貯水容量 185,400千m³

小河内ダム

石原
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棄却された実績引き伸ばし降雨の再検証（石原地点）
○ 気候変動による降雨パターンの変化（特に小流域集中度の変化）により、これまでの手法で棄却されていた実績引き伸ばし降雨波形の発生が十分予想される場

合がある。このため、これまでの手法で棄却されていた実績引き伸ばし降雨波形を、当該水系におけるアンサンブル予測降雨波形による降雨パターンと照らし合
わせる等により再検証を実施した。

○ その結果、棄却した6洪水のうち、アンサンブル予測降雨から推定される時間分布、地域分布の雨量比（基準地点流量と小流域の比率）以内に収まる洪水は無
かった。

多摩川水系

■小流域のチェック

d2PDF等（将来気候）から計画規模の降雨量近傍（10洪水程度）のアンサンブル降雨
波形を抽出し、各波形について、継続時間内の小流域の流域平均雨量／流域平均雨量
を求める（各小流域の流域全体に対する雨量の比率）

■短時間降雨のチェック

d2PDF等（将来気候）から計画規模の降雨量近傍（10洪水程度）のアンサンブル降
雨波形を抽出し、各波形について、短時間（例えば洪水到達時間やその1/2の時間
）の流域平均雨量／継続時間内の流域平均雨量を求める（短時間雨量と継続時間
雨量との比率）

A：多摩川
上流域

B：多摩川
中流域

基準地点石原

棄却洪水におけるアンサンブル将来降雨波形を用いた起こり得る洪水波形の確認

A等流域平均雨量
（A＋B）流域平均雨量

24時間予測雨量①
（mm/24hr）

12時間予測雨量②
（mm/12hr）

6時間予測雨量②
（mm/12hr）

比率
②/①

比率
③/①

HFB_2K_GF_m105 411.3 339.6 298.9 0.826 0.727
HFB_2K_MI_m101 489.6 358.8 229.9 0.733 0.469
HFB_2K_MI_m105 437.8 318.4 178.2 0.727 0.407
HFB_2K_MP_m101 480.3 371.6 204.6 0.774 0.426
HFB_2K_MP_m105 425.6 309.0 225.6 0.726 0.530
HFB_2K_MR_m105 418.0 301.1 203.0 0.720 0.486
HPB_m005 415.3 252.6 138.1 0.608 0.333
HPB_m006 411.1 225.4 124.7 0.548 0.303
HPB_m008 397.8 288.6 178.6 0.726 0.449
HPB_m009 526.3 284.1 176.9 0.540 0.336

：最大比率

石原地点上流
d2PDF

アンサンブル

石原地点上流域

（1037.4km2）
予測雨量①
（mm/24hr）

予測雨量②
（mm/24hr）

比率
②／①

予測雨量③
（mm/24hr）

比率
③／①

HFB_2K_GF_m105 411.3 406.5 0.988 420.8 1.023
HFB_2K_MI_m101 489.6 522.0 1.066 425.7 0.870
HFB_2K_MI_m105 437.8 475.1 1.085 364.2 0.832
HFB_2K_MP_m101 480.3 543.8 1.132 361.8 0.753
HFB_2K_MP_m105 425.6 475.0 1.116 328.5 0.772
HFB_2K_MR_m105 418.0 417.6 0.999 421.1 1.007
HPB_m005 415.3 467.9 1.127 311.5 0.750
HPB_m006 411.1 414.4 1.008 414.3 1.008
HPB_m008 397.8 424.6 1.067 344.8 0.867
HPB_m009 526.3 580.1 1.102 426.6 0.810

：最大比率

多摩川上流域

（688.4km2）

多摩川下流域

（349.0km2）d2PDF
アンサンブル

実績雨量
（mm/24hr）

計画降雨量①'
（mm/48hr）

拡大率
拡大後雨量②'
（mm/24hr）

比率
②'／①'

拡大後雨量③'
（mm/24hr）

比率
③'／①'

S20.10.04 230.7 480.5 2.083 387.6 0.807 663.7 1.381
S33.09.16 243.7 480.5 1.972 577.7 1.202 289.3 0.602
S33.09.25 311.8 480.5 1.541 449.0 0.934 542.7 1.129
S57.09.10 237.7 480.5 2.021 461.9 0.961 510.9 1.063
H19.09.05 268.6 480.5 1.789 602.0 1.253 240.9 0.501
H29.10.21 228.1 480.5 2.107 425.5 0.885 582.7 1.213

多摩川上流域

（688.4km2）

多摩川下流域

（349.0km2）棄却した
実績洪水

石原地点上流域

（1037.4km2）
実績雨量

（mm/24hr）
計画降雨量①'
（mm/48hr）

拡大率
12時間雨量②'
（mm/24hr）

6時間雨量③'
（mm/24hr）

比率
②'/①'

比率
③'/①'

S20.10.04 230.7 480.5 2.083 359.9 229.0 0.749 0.477
S33.09.16 243.7 480.5 1.972 403.5 290.0 0.840 0.604
S33.09.25 311.8 480.5 1.541 330.2 189.2 0.687 0.394
S57.09.10 237.7 480.5 2.021 313.8 234.7 0.653 0.488
H19.09.05 268.6 480.5 1.789 359.5 206.1 0.748 0.429
H29.10.21 228.1 480.5 2.107 309.0 238.9 0.643 0.497

石原地点上流
棄却した実績

洪水

※ ：アンサンブル予測降雨波形と比較しても生起し難いと判断 ※ ：アンサンブル予測降雨波形と比較しても生起し難いと判断

棄却した引き伸ばし降雨波形がアンサンブル予測降雨波形による比率を下回っている場合は、対象波形に含めることを検討

多摩川中流域

多摩川中流域
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S13.8洪水 4 ○
S16.7洪水 3 ○
S20.10洪水 3 ×
S22.9洪水 4 ○
S23.9洪水 4 ○
S33.9.16洪水 4 ×
S33.9.25洪水 3 ×
S49.8洪水 4 ○
S57.9洪水 1 ×
H11.8洪水 1 ○
H13.9洪水 1 ○
H19.9洪水 4 ×
H29.10洪水 1 ×
R1.10洪水 1 ○
※凡例　○：対象波形、×：棄却波形

対象波形※

主要洪水波形

洪水名
クラスター

番号
4分類

主要洪水群に不足する降雨パターンの確認
○ これまで、実際に生じた降雨波形のみを計画対象の降雨波形としてきたが、基本高水の設定に用いる計画対象の降雨波形群は、対象流域において大規模洪水を

生起し得る様々なパターンの降雨波形等を考慮する必要がある。

○ 気候変動等による降雨特性の変化によって、追加すべき降雨波形がないかを確認するため、アンサンブル将来予測降雨波形を用いて空間分布のクラスター分析
を行い、将来発生頻度が高まるものの計画対象の実績降雨波形が含まれていないクラスターの確認を実施した。

○ その結果、主要洪水はクラスター１（中上流域多雨型）、クラスター３（下流域多雨型）、クラスター４（上流域多雨型）と評価されたため、主要洪水に含まれないクラ
スター２（中下流域多雨型）に該当する降雨波形をアンサンブル予測から2洪水を抽出した。

○ 抽出した洪水の降雨波形を気候変動考慮した1/200確率規模の降雨量まで引き伸ばし、見直した流出計算モデルにより流出量を算出した。

多摩川水系

0

20

40

60

クラスター1 クラスター2 クラスター3 クラスター4

洪
水
比
率

（
％
）

将来実験
過去実験

分類1 分類2

分類3 分類4

アンサンブル予降雨波形を対象に、各流域における雨量の流域平均雨量への寄与率を算出し、ユークリッド距離を指標といてウォード法によりクラスターに分類
対象降雨波形（○）の8洪水について、クラスター分析を行った結果、クラスター１、３、４に分類された。アンサンブル予測から対象降雨波形に含まれないクラスター２に該当する2洪水を計画降雨量
近傍から抽出し、基本高水流量の検討に用いた。

寄与率=小流域24時間雨量／石原24時間雨量

■クラスター分析により主要洪水群に不足する降雨波形

洪水名 クラスター
24時間雨量

（mm）
計画降雨量

（mm）
拡大率

石原地点
ピーク流量

（m3/s）
HPB_m002 H13.8.1 2 323.4 1.486 8,257
HPB_m006 H2.8.27 2 361.7 1.328 5,294

480.5

空間クラスター分析による主要洪水群に不足する地域分布の降雨パターンの確認
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③ 計画高水流量の検討
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気候変動を考慮した高潮計画等 計画高潮位の設定、洪水の安全な流下

○ 台風経路は、伊勢湾台風、キティ台風、大正6年台風の経路を平行移動させたものから、多摩川で危険となる経路を選定した。
○ 数値シミュレーションモデルは、「高潮浸水想定区域図作成の手引き」に記載の方法とし、気候変動を考慮した台風（930hPa）が東京湾を通過した場合の多摩川

河口の外力（波浪、潮位偏差）を算定した。
○ その結果、最大有義波高4.02m、最大潮位偏差1.89mとなり、計画高潮位をA.P.+4.5mと設定した。（朔望平均満潮位（A.P.+2.0m）に潮位偏差（1.89m）および海面上

昇量（0.6m）を加えた。）
○ 河口部の高潮対策に関しては、波浪の影響も含めた高潮防護について今後検討していく。
○ また洪水の安全な流下に対して、気候変動の影響により海面水位が上昇したとしても、現在想定している河道において、河口部の計画高水位等に影響を与える

ものではないことを確認した。

多摩川水系

台風経路 シミュレーション結果

※ キティ台風（K）が現高潮計画で選定された台風コース
※ 波向きは北を0度として時計回りの角度（90度だとEを表す）

■最大有義波高（K4：キティ台風コース）

■最大潮位偏差（K4：キティ台風コース）

1.89m(-3.0k)

コース
最大有義
波高(m)

最大潮位
偏差(m)

合計

T0 4.02 1.71 5.73

T1 3.95 1.76 5.71

T2 3.84 1.76 5.6

I1 3.93 1.79 5.72

I2 3.80 1.87 5.67

I3 3.58 1.88 5.46

コース
最大有義
波高(m)

最大潮位
偏差(m)

合計

I4 3.23 1.75 4.98

I5 2.73 1.54 4.27

K2 3.57 1.76 5.33

K3 3.49 1.87 5.36

K4 3.33 1.89 5.22

K5 2.98 1.80 4.78

K6 2.62 1.65 4.27
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②基本高水のピーク流量の検討

④超過洪水・流域における治水対策
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集水域・氾濫域における治水対策 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 多摩川水系

○ 多摩川水系において、河川管理者である国土交通省並びダム管理者及び関係利水者は「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針」に基づいた「多
摩川水系治水協定」を締結した。

○ 河川について水害の発生の防止等が図られるよう同水系で運用されている既存ダムの洪水調節機能強化を推進する。

多目的ダムの事前の放流

有効活用のイメージ

令和2年5月27日締結

事前放流とは、大雨となることが見込まれる場合に、大雨の時により多くの水をダムに貯められるよう、利水者の協力の
もと、利水のための貯水を河川の水量が増える前に放流してダムの貯水位を低下させ、一時的に治水のための容量を
確保するもの。

項目 内 容

位置 東京都西多摩郡奥多摩町原5番地

標高 530m（堤頂の道路部）

型式 非越流型直線重力式コンクリートダム

高さ 149m

長さ 353m

流域面積 262.9km²

満水面積 4.25km²

有効貯水量 185,400千m³

出典：ダム諸元は東京都水道局のWebサイトより

小河内ダムは、東京都奥多摩町（都心から約65km）にあって、標高530mに位置している。多摩
川上流域を水源とする流域面積は、東京都奥多摩町、山梨県丹波山村、小菅村及び甲州市
の4市町村にまたがり、面積は約263km²（多摩川の全体流域の約21%）になる。

小河内ダムは水道専用ダムとして東京都水道局が管理しているが、令和元年東日本台風（台
風第19号） の水害を受け、国の方針に基づき多摩川水系治水協定を締結し、洪水対策に協
力していくことになった。

利水ダムの事前の放流

参考：小河内ダムの概要多摩川水系治水協定
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■浸水深が0.5ｍ以上になると、床上浸水の危険性があり、水平方向への避難も困難になることから、八王子市立地適正化計画では、浸水想定区域（0.5ｍ以上の区域）は居住誘導
区域から除外している。

浸水想定区域図と居住者の分布 居住誘導区域

出典：八王子市立地適正化計画

■浸水被害を軽減する取組として、土のう等の備蓄資材の配備や民間事業者等への止水板設置
の促進を行っていく。

大師河原河川防災ステーション（京浜河川事務所）
土のうステーション

世田谷区

川崎市

狛江市

稲城市

■浸水被害の防止や軽減を目的として、止水板を設置する市民の方に対し、設置費用の一部を
助成している。

調布市三鷹市

止水板設置イメージ

集水域・氾濫域における治水対策 被害対象を減少させるための対策 多摩川水系

八王子市の取組事例

土のうの備蓄資材の配備等 止水版設置工事助成交付要綱
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土地の水災害リスク情報の充実 避難体制等の強化

関係者と連携した早期復旧・復興の体制強化

京浜河川事務所では神奈川広域情報ネットを活用して自治体との情報の共有化を図り、的確、迅速に防
災活動を行っている。

「水防災意識社会の再構築に向けた緊急行動計画」に基づき、「簡易型河川監視カメラ」を主に危険箇
所に設置し、より身近な画像情報を提供し、住民に切迫感を伝える。

現場実証の状況

昼間 夜間

簡易型カメラ画像イメージ

近年の頻発化、激甚化する水災害発生状況を踏まえ、防災関係機関の連携による具体的で詳細な防災行動計画（タイムラ
イン）策定に向けた「多摩川タイムライン検討部会」（令和3年度より大規模氾濫減災協議会に位置付け）を推進

■タイムライン高度運用の検討

■マイ・タイムラインの取組や取組の推進
・令和３年度は６月から７月にかけて家屋倒壊等氾濫想定区域を中心に１２回開催した。
・マイ・タイムラインの作成講座の他に、河川や気象の専門家による近年の水害やハザードマップの説明、気象情報の解説等
を行った。

調布市大田区

■要配慮者利用施設の避難対策

避難確保計画の策定が必要となっている要配慮者利用施設（認可保育園）について、臨時休園等の判断基準を定めたガイ
ドラインを作成して、計画作成の支援を行っている。
避難場所についても、市が保育園の間に入って協定を締結し、（市内の他の）保育園を避難場所として確保している。
年1回の避難訓練を行い、改善点があれば計画の見直しを行うようにしている。

浸水想定区域内に立地する認可保育園の避難先

■自治体職員対象の排水ポンプ車運転講習会

排水ポンプ車講習状況

ポンプの組立

実排水状況

パッケージ講習状況

■移動式排水設備(排水ポンプ車等)の整備・運用

排水ポンプ車

排水ポンプパッケージ

集水域・氾濫域における治水対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための施策

○ 被害の軽減・早期復旧・復興のための対策として、土地の水災害リスク情報の充実、避難体制等の強化、関係者と連携した早期復旧・復興の体制強化が進めら
れている。

多摩川水系

①ハザードマップやマイ・タイムライン等の策定

②要配慮者利用施設の浸水対策（水災害時の子供等への対応を考慮した避難確保計画や防災
教育等）

①被災自治体に対する支援の充実（排水活動等の支援の充実）

②水災害リスク情報空白地帯の解消（住民の避難行動、迅速な水防活動を支援するための情報
提供等）
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②基本高水のピーク流量の検討

⑤河川環境・河川利用についての検討
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“生息場”の変化状況（令和元年東日本台風前後）

動植物の生息・生育・繁殖環境 河道内の変遷

○ 多摩川中下流部では、礫河原、水生植物帯、水際の自然度や複雑さ、連続する瀬淵、ワンド・たまりといった“生息場”は、出水後においても、概ね維持されている。

○ このうち、当該区間の「連続する瀬淵」における「瀬」では、多摩川における水質浄化の象徴であるアユの産卵場が確認されている。

多摩川水系

出水状況（多摩川：39.9k付近） アユの産卵床調査

令和元年東日本台風（台風第19

号）に伴う洪水により、一部が流亡

した河畔林の状況や、埋土種子由

来で拡散した外来植物を除けば、

ほとんどの区間で礫河原、瀬淵等

が維持されているようにみられる。

特に、20kmより上流の区間では、

一部の堰上流を除き、生息場が維

持・改善傾向にある。

２０.0K

２０.0K

支川流入部

早瀬

淵

礫河原

２１.0K
２１.0K

２２.0K ２２.0K

ワンド・たまり

２１.0K

支川流入部

礫河原

R2.4.25撮影H31.1.17撮影

早瀬

淵

淵

２０.0K

２０.0K

支川流入部

早瀬

淵

礫河原

２１.0K
２１.0K

２２.0K ２２.0K

ワンド・たまり

２１.0K

支川流入部

礫河原

早瀬

淵

早瀬

礫河原 礫河原

R1.10.11撮影
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谷地川
谷地川：オイカワを中心とし
た、本川とは異なる魚類相
が見られている

生態系保持空間
谷地川合流点

やじがわ

多様な環境が形成される支川合流部（谷地川合流点）

ワンド・たまり

支川流入部の流れ込み

早瀬

2020年4月

41.6k41.8k

42.0k
42.2k42.4k42.6k

42.8k

43.0k

42.2k

42.4k

2020年4月

自然裸地

自然裸地
ワンド・たまり

多様な環境が形成されている支川合流部 谷地川合流部

○ 谷地川合流部は、本川河道は上下流と比べて川幅が広く、合流部の堤外水路は洪水時に本川と連結する小規模なワンドを伴った河道内氾濫原を形成しており、重要
種もみられる。

○ 谷地川と開削・維持している「せせらぎ水路」は本川に比べ緩やかな流れに生息する底生魚を含む、多様な魚種が生息する点が魚道調査により明らかになっている。

○ 当該箇所は多摩川河川環境管理計画において、“特に貴重で保全すべき区域”として「生態系保持空間」に設定されている。

多摩川水系

《 せせらぎ水路でみられた底生魚やエビ・カニ類 》

【カマツカ】 【ムサシノジュズカケハゼ】 【テナガエビ】

せせらぎ水路：かつて本川上流部の帯工
を施工する際の魚道として設置された水
路で、本川に比べて底生魚やエビ・カニ類
等の多様な水生生物が生息している
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河川環境管理計画と空間利用の概要
○ 多摩川では昭和55年に全国初の「河川環境管理計画」を策定し空間の利用・保全の方向性を定めた「機能空間配置計画」により８タイプの機能空間を定めた。このうち、

特に貴重で保全すべき区域を「生態系保持空間」として設定した。

○ 多摩川は首都圏を流れ、地域住民の環境に対する意識が高く、行政だけでなく、多くの地域住民や自然保護団体が当該計画の策定（S55）、改訂（H13）に主体的に関わ
っている。

自然系空間

生態系保持空間 定義
出典：H13河川環境管理計画

全人類的見地から、学術的に
価値づけられる、広域的に見た
貴重な生態系を保持しようとす
る空間。このうち特に動植物の
生息地または生育地として特に
保全する必要があると認める区
域については、河川法に基づく
区域指定を行い、本来の生態系
の保全及び回復に努める。

人工系空間

【機能空間】
①避難空間（②～④空間ほか）
②地先施設レクリェーション空間
③広域施設レクリェーション空間
④運動・健康管理空間
⑤自然レクリェーション空間
⑥文教空間
⑦情操空間
⑧生態系保持空間

水面管理計画

空間管理計画図

生態系保持空間とは

空間管理計画

： 生態系保持空間

： 自然系空間

： 人工系空間

： 人工系空間＋自然系空間

避難空間

多摩川水系

機能空間の区分と主な施設
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◆基本情報1：河川環境区分（セグメント形成要因）

◆基本情報2-1：動植物の生息場の分布状況（全川の中央値に基づき評価）

○ 干潟、ヨシ原は0～6kpに多く分布し、特徴的な生息場を形成している。

○ -1～0kpや6～13kp付近はこれらの生息場が少なく、環境の多様性が特に劣る区間となっている。

○ -2～-1kpは左岸は羽田空港、右岸は京浜工業地帯の埋め立て地であり、土地利用上保全の対象外とする。

○ 流下能力の確保を目的とした低水路拡幅等と合わせ、干潟やヨシ原等の塩沼湿地植物群落の保全・創
出を図るとともに、水辺のエコトーンの保全・創出等により生息場の多様性向上を図る。

○ 実施後はモニタリングを行い、干潟や塩沼湿地植物群落の分布について変化を確認する。

凡例 区分
保全

優先度

自然裸地 －

低・中茎草地 －

水生植物帯 －

ヤナギ林 －

落葉広葉樹林 －

外来植物 管理

ヨシ原 高

干潟 高

人工利用地 管理

凡例 区分
保全

優先度

早瀬 －

淵 中

湛水域 －

W ワンド・たまり －

-2 -1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

河川環境区分 区分1（汽水） 区分2（汽水）

河川区分 河口部 下流部

大セグメント区分 セグメント3

小セグメント区分 3 2-2-①

堤内地の景観 　右岸側 市街地

堤内地の景観　 左岸側 市街地

周辺の地形・地質 沖積低地

河床勾配
（平均河床高）

河床材料 砂

川幅

（河道幅・水面幅）

横断工作物

特徴的な狭窄部

右岸 ○ ○ ○ ○ ○ ○

左岸 ○ ○ ○

○

◆基本情報１  横断工作物凡例：□⇒魚道あり、■魚道なし

距離標（空間単位：1km） -2 -1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1. 低・中茎草地 △

陸 2. 河辺性の樹林･河畔林 - - - - - - - - - - - - - - -

域 3. 自然裸地 - - - - - - - - - - - - - - -

4. 外来植物生育地 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

水 5. 水生植物帯 - - - - - - - - - - - - - - -

際 6. 水際の自然度 △ △ ○ △ △ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○

域 7. 水際の複雑さ △ △ ○ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △

8. 連続する瀬と淵 - - - - - - - - - - - - - - -

9. ワンド･たまり △ ○ △ ○ △

10. 湛水域 - - - - - - - - - - - - - - -

汽 11. 干潟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △

水 12. ヨシ原 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △

礫河原の植生域 - - - - - - - - - - - - - - -

湧水地 - - - - - - - - - - - - - - -

海浜植生帯 ○

塩沼湿地 ○ ○ ○ ○

生息場の多様性の評価値 0 1 4 2 2 3 5 2 0 3 0 1 1 1 1

特

殊

性

支川の合流

生態系保持空間

（⑧空間）

自然再生工事箇所

課題：樹林化

典

型

性

水

域

主

な

セ

グ

メ

ン

ト

形

成

要

因

1/4000 1/2400

距離標（空間単位：1km※）

※距離標1：1～2km区間

略図

河

川

区

分

セグメント2-2

多

摩

川

大

橋

六

郷

橋

大

師

橋

ガ

ス

橋

河道幅 水面幅

良好な環境を
有する区間

環境の多様性
が劣る区間

土地利用上保全の
対象外とする区間

良好な環境を
有する区間

環境の多様性
が劣る区間

0kp

0kp1kp

1kp
2kp

2kp

3kp

3kp
4kp

4kp5kp

5kp

6kp

6kp
7kp

7kp

8kp

8kp

9kp

9kp

10kp

10kp
11kp

11kp12kp

12kp13kp

13kp

土地利用上保全の
対象外とする区間

※整備を実施する際は、生息場の相対評価値の他、定

量値や地形・環境の経年変化、水産業、 「生態系保

持空間」の指定状況、河川利用等を踏まえ、河川の環

境保全・創出の目標設定を行い、適切な河川改修等を

実施する。

環境の多様性
が劣る区間

環境の多様性
が劣る区間

河川環境の整備と保全 環境の目標設定（生息場の分布、相対評価）【下流部】

○ 「河川環境管理シート」から、環境目標とする塩沼湿地植物群落が形成される「ヨシ原」や「干潟」の分布を確認した。

○ これらの良好な生息場は0～6kpに多く分布し、当該区間に特徴的で良好な動植物の生息・生育・繁殖環境を形成している。一方、-1～0kp，6～13kpでは、 「干
潟」や「ヨシ原」の環境が狭小であるとともに、両岸が切立ち環境目標としているエコトーンの形成箇所が少ない。

○ こられの状況を踏まえ、今後の河川管理にあたっては、環境の状況を十分に把握し、適切な保全措置を図っていく。

多摩川水系

環
境
概
要

環
境
配
慮
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多摩川水系河川環境の整備と保全 （ 下流部 ）《 -2km～13km 》 多摩川水系

凡例

：干潟

：塩沼湿地植物群落（汽水性ヨシ帯等）

河口付近の干潟と塩沼湿地植物群落 R3.11.02

代表区間の干潟と塩沼湿地植物群落 R2.10.14

■環境の概要（特徴（良い点・改善が必要な点））

○ 感潮区間であり、0～6kpは干潟やヨシ原等の塩沼湿地植物群落が広く分布している。

○ -2～-1kpは左岸は羽田空港、右岸は京浜工業地帯の埋め立て地であり、土地利用上保全の対象外とする。これらを除く-1～0kpは左岸に干潟が見られるものの、環
境の多様性が著しく低い区間となっている。

○ 6～13kp付近は高水敷にグラウンドが隣接して河岸が切り立っており、環境の多様性が劣る区間となっている。

■環境配慮（環境の保全・創出）

○ 流下能力の確保を目的とした低水路掘削等が必要な区間においては、低水路拡幅等と合わせ感潮区間の特徴である干潟や塩沼湿地植物群落及びヨシ原等に特に
注目し、首都圏に残る貴重な動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・創出を図る。

○ 河岸の切り立つ区間において流下能力の確保を目的とした低水路掘削等が必要な区間では、河岸の緩傾斜化と合わせた一部高水敷の切り下げや多孔質素材の設
置等により、水際の複雑さやエコトーンの保全・創出等を図ることで、生息場の多様性の向上を図る。

○ 河川整備に伴い干潟や塩沼湿地植物群落等への影響が懸念される場合は、有識者等の意見を仰ぎ環境保全措置を図る。

環境配慮のイメージ横断図

AP
 

※潮上帯から潮下帯のエコトーンの保全・創出

干潟の保全・

創出

塩沼湿地植物群落の

保全・創出
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13kp

13kp

14kp

14kp

15kp

15kp

16kp

16kp

17kp

17kp

18kp

18kp

19kp

19kp

20kp

20kp

21kp

21kp

22kp

22kp

23kp

23kp24kp

24kp

25kp

25kp

26kp

26kp

27kp

27kp

28kp

28kp

29kp

29kp

30kp

30kp

31kp

31kp

32kp

32kp

堰直上で環境の多様性
が劣る区間

環境の多様性
が劣る区間

堰直上で環境
の多様性

が劣る区間

良好な環境を
有する区間 良好な環境を

有する区間

環境の多様性
が劣る区間

堰直上で環境の多様性
が劣る区間

◆基本情報2-1：動植物の生息場の分布状況（全川の中央値に基づき評価）

良好な環境を
有する区間

堰直上で環境
の多様性

が劣る区間
○ 瀬・淵や自然裸地、ワンド・たまりは14～15k、16～19kp、24～25kp、31～32kpに広く分布し、当該区間に特

徴的な生息場を形成している。

○ 15～16kp、19～22kpは、上記の生息場が少なく、環境の多様性が劣る区間となっている。

○ 13～14kp、22～24kp、26～27kpは堰直上区間で湛水域を広く含み環境の多様性が劣る区間となっている。

良好な環境を
有する区間

堰直上で環境の
多様性が劣る区間

環境の多様性
が劣る区間

凡例 区分
保全

優先度

自然裸地 高

低・中茎草地 中

水生植物帯 中

ヤナギ林 中

落葉広葉樹林 中

◆基本情報1：河川環境区分（セグメント形成要因）
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

河川環境区分 区分3

河川区分 中流部

大セグメント区分

小セグメント区分 2-1-① 1-③

堤内地の景観 　右岸側 市街地

堤内地の景観　 左岸側 市街地

周辺の地形・地質 沖積低地
河床勾配
（平均河床高）

河床材料

川幅

（河道幅・水面幅）

横断工作物 □調布取水堰(潮止め） □ □二ヶ領上河原堰

● ●丸子川 ● ●平瀬川 ●三沢川

特徴的な狭窄部

右岸

左岸

◆基本情報１  横断工作物凡例：□⇒魚道あり、■魚道なし

距離標（空間単位：1km） 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

1. 低・中茎草地 △ ○

陸 2. 河辺性の樹林･河畔林 △ ○ △ △ ○ ○ △ ○ △ △ ○ △ △ △ △

域 3. 自然裸地 △ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○

4. 外来植物生育地 △ △ × × × × × × △ △ × × × △ △ × × × ×

水 5. 水生植物帯 △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○

際 6. 水際の自然度 △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○

域 7. 水際の複雑さ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○

8. 連続する瀬と淵 △ △ △ ○ △ ○ ○ △ △ △ ○ △ △ ○ ○ ○

9. ワンド･たまり △ ○ △ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ △ ○

10. 湛水域 × × × × × ×

汽 11. 干潟 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

水 12. ヨシ原 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

礫河原の植生域

湧水地 ○ ○

海浜植生帯 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

塩沼湿地 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

生息場の多様性の評価値 -1 5 1 3 5 4 1 2 3 1 0 5 2 0 2 3 3 2 5

特
殊

性

支川の合流

生態系保持空間
（⑧空間）

自然再生工事箇所

課題：樹林化

典

型
性

水

域

主

な

セ
グ

メ

ン
ト

形
成

要

因

1/800 1/700 1/500 1/420 1/400

距離標（空間単位：1km※）

※距離標1：1～2km区間

略図

河

川

区
分

セグメント2-1

二ヶ領宿河原堰
谷沢川 野川

調

布

取

水

堰

二

ヶ

領

上

河

原

堰

大

丸

用

水

堰

谷

沢

川

丸

子

川

野

川

平

瀬

川

三

沢

川

多

摩

水

道

橋

新

二

子

橋

二

子

橋

是

政

橋

稲

城

大

橋

二

ヶ

領

宿

河

原

堰

多

摩

川

原

橋

丸

子

橋

大

丸

用

水

堰

是

政

橋

凡例 区分
保全

優先度

外来植物 管理

ヨシ原 高

干潟 －

人工利用地 管理

早瀬 高

淵 高

湛水域 管理

W ワンド・たまり 高

※整備を実施する際は、生息場の相対評価値の他、定

量値や地形・環境の経年変化、水産業、 「生態系保

持空間」の指定状況、河川利用等を踏まえ、河川の環

境保全・創出の目標設定を行い、適切な河川改修等を

実施する。

河川環境の整備と保全 環境の目標設定（生息場の分布、相対評価）【中下流部】

○ 「河川環境管理シート」から、環境目標とする「瀬・淵」、「自然裸地」や「ワンド・たまり」の分布を確認した。

○ これらの良好な生息場は14～15kp、16～19kp、24～25kp、31～32kpに多く分布し、当該区間に特徴的で良好な動植物の生息・生育・繁殖環境を形成している。一方、
15～16kp，19～22kpでは、自然裸地、ワンド・たまりが少なく、また堰直上区間の13～14kp、22～24kp、26～27kpは生息場そのものが少ない。

○ これの状況を踏まえ、今後の河川管理にあたっては、環境の状況を十分に把握し、適切な保全措置を図っていく。

多摩川水系

○ 流下能力の確保を目的とした低水路拡幅等と合わせ、環境の多様性の向上を目的とした瀬・淵や自然裸
地、及びワンド・たまり等の保全・創出を図る。

○ 堰の直上区間は、水際の複雑さやエコトーンの保全・創出により生息場の多様性向上を図るとともに水
域の縦断連続性の確保を図り、魚類等の遡上・降下環境を維持・保全する。

○ 実施後はモニタリングを行い、瀬･淵、自然裸地、ワンド・たまり等の分布について変化を確認する。

環
境
概
要

環
境
配
慮

良好な環境を
有する区間

良好な環境を
有する区間
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河川環境の整備と保全 （ 中下流部 ）《 13km～32km 》 多摩川水系

環境配慮のイメージ横断図

■環境の概要（特徴（良い点・改善が必要な点））

○ 14～15kp、16～19kp、24～25kp、31～32kpは瀬･淵、自然裸地（砂礫河原）、ワンド・たまりが広く分布している。

○ 15～16kp、19～22kpは、上記の環境が少なく、環境の多様性が劣る区間となっている。

○ 13～14kpは調布取水堰、22～24kpは二ヶ領宿河原堰、26～27kpは二ヶ領上河原堰による湛水域を広く含み、環境の多様性が劣る区間となっている。

■環境配慮（環境の保全・創出）

○ 流下能力の確保を目的とした低水路掘削等が必要な区間においては、低水路拡幅等と合わせ多様な動植物の生息・生育・繁殖環境となっている瀬・淵や自然裸

地の保全・創出及びワンド・たまりなどの湿地環境の保全・創出を図るほか、貴重な緑地空間となっている高水敷について河川空間利用の維持・保全を図る。

○ 河岸の切り立つ区間において流下能力の確保を目的とした低水路掘削等が必要な区間では、入り組みを持たせた緩勾配の河岸とすることで、エコトーンの保全・

創出を図る。また、既存魚道とその周辺地形の順応的な管理によって水域の縦断連続性の確保を図り、魚類等の遡上・降下環境を維持・保全する。

○ 河川整備に伴い瀬・淵、自然裸地、ワンド・たまり等への影響が懸念される場合は、有識者等の意見を仰ぎ環境保全措置を図る。

凡例

：早瀬

：淵

：自然裸地

：ワンド・たまり

代表区間の瀬・淵，自然裸地 R2.10.31

良好区間の自然裸地，ワンド・たまり R2.10.14

AP
 

瀬・淵の保

全・創出

秩序ある河川空間利用

の維持・保全

自然裸地の

保全・創出

※ワンド・たまり等が河川の営力によっ
て維持される河道形状の再生・創出
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◆基本情報1：河川環境区分（セグメント形成要因）

◆基本情報2-1：動植物の生息場の分布状況（全川の中央値に基づき評価）

良好な環境を
有する区間

環境の多様性
が劣る区間

34kp

34kp

33kp

33kp
32kp

32kp

36kp

36kp

35kp

35kp
38kp

38kp

37kp

37kp
39kp

39kp

40kp

40kp

41kp

41kp

42kp

42kp

43kp

43kp

44kp

44kp

45kp

45kp

55kp

55kp

54kp

54kp

53kp

53kp

52kp

52kp

51kp

51kp

50kp

50kp

49kp

49kp

48kp

48kp

46kp

46kp

47kp

47kp

凡例 区分
保全

優先度

自然裸地 －

低・中茎草地 中

水生植物帯 －

ヤナギ林 －

落葉広葉樹林 －
凡例 区分

保全
優先度

早瀬 －

淵 中

湛水域 －

W ワンド・たまり 高

外来植物 管理

ヨシ原 高

干潟 高

人工利用地 管理

○ 瀬淵や自然裸地、水生植物帯は38～50kpに広く分布し、当該区間に特徴的な生息場を形成している。

○ 32～33kp、37～38kp、 51～53kpは、上記の生息場が少なく、環境の多様性が劣る区間となっている。

環境の多様性
が劣る区間

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53

河川環境区分 区分4 区分5

河川区分 中流部

大セグメント区分 セグメント1

小セグメント区分 1-③ 1-② 1-①

堤内地の景観 　右岸側 市街地 住宅・斜面緑地

堤内地の景観　 左岸側 市街地 住宅・斜面緑地

周辺の地形・地質 沖積低地
河床勾配
（平均河床高）

河床材料

川幅

（河道幅・水面幅）

横断工作物 □ □ □ □ □ □ □昭和用水堰 □

●大栗川 ●浅川 ●谷地川 ●秋川●平井川

特徴的な狭窄部

右岸 ○ ○

左岸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × × × × × × × × × × × ×

◆基本情報１  横断工作物凡例：□⇒魚道あり、■魚道なし

距離標（空間単位：1km） 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53

1. 低・中茎草地 ○ ○

陸 2. 河辺性の樹林･河畔林 ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ △ △ △ △

域 3. 自然裸地 △ △ ○ △ △ △ △ ○ △ △ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○

4. 外来植物生育地 × × △ × × × × △ × × × × △ × × × × × × △ × △

水 5. 水生植物帯 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △

際 6. 水際の自然度 △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

域 7. 水際の複雑さ ○ ○ △ △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○

8. 連続する瀬と淵 △ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ △ ○ △

9. ワンド･たまり ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ △ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○

10. 湛水域 × △ △ △ △ × △ △ △

汽 11. 干潟 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

水 12. ヨシ原 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

礫河原の植生域

湧水地 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海浜植生帯 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

塩沼湿地 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

生息場の多様性の評価値 1 5 3 3 3 1 4 5 3 4 6 3 4 5 4 5 6 4 3 2 1 3

中上流部

1/200

特
殊

性

支川の合流

生態系保持空間

（⑧空間）

自然再生工事箇所

課題：樹林化

典

型
性

水

域

1/290 1/280 1/260 1/230

主

な
セ

グ
メ
ン

ト
形

成
要
因

1/300

距離標（空間単位：1km※）

※距離標1：1～2km区間

略図

河
川

区
分

日野用水路

大丸用水堰

京王線護床工 四谷本宿床固

JR中央線護床工 JR八高線護床工

大

丸

用

水

堰

羽

村

取

水

堰

大

栗

川

浅

川

秋

川

平

井

川

谷

地

川

日

野

橋

立

日

橋

府

中

四

谷

橋

睦

橋

拝

島

橋

多

摩

大

橋

四

谷

本

宿

堰

日

野

用

水

堰

昭

和

用

水

堰

関

戸

橋

是

政

橋

京

王

線

鉄

橋

永

田

橋

羽

村

大

橋

新

多

摩

橋

環境の多様性
が劣る区間

良好な環境を有する区間

環境の多様性
が劣る区間

良好な環境を有する区間

環境の多様性
が劣る区間

主要な支川群

※整備を実施する際は、生息場の相対評価値の

他、定量値や地形・環境の経年変化、水産業、

「生態系保持空間」の指定状況、河川利用等を

踏まえ、河川の環境保全・創出の目標設定を行

い、適切な河川改修等を実施する。

河川環境の整備と保全 環境の目標設定（生息場の分布、相対評価）【中上流部】

○ 「河川環境管理シート」から、環境目標とする「瀬・淵」「自然裸地」や湿地環境を示す「水生植物帯」の分布を確認した。

○ これらの良好な生息場は38～50kpに多く分布し、当該区間に特徴的で良好な動植物の生息・生育・繁殖環境を形成している。一方、32～33kp、37～38kp、51～53kpは
、自然裸地、水性植物帯、瀬･淵が少なく、生息場の多様性が劣る。

○ これらの状況を踏まえ、今後の河川管理にあたっては、環境の状況を十分に把握し、適切な保全措置を図っていく。

多摩川水系

○ 流下能力の確保を目的とした低水路拡幅等と合わせ、環境の多様性の向上を目的とした瀬・淵や自然
裸地等の保全・創出等を図る。

○ 右岸からの支川群との合流部は、水生生物の洪水時の退避場や産卵場、仔稚魚の揺籃場として重要な
河道内氾濫原環境の保全・創出を図る。

○ 実施後はモニタリングを行い、瀬･淵、自然裸地、水生植物帯等の分布について変化を確認する。

環
境
概
要

環
境
配
慮
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河川環境の整備と保全 （ 中上流部 ） 《 32km～54km 》 多摩川水系

環境配慮のイメージ横断図

■環境の概要（特徴（良い点・改善が必要な点））

○ 38～50kpは瀬･淵の連続、自然裸地（砂礫河原）、ヨシやヒメガマ群落等の水生植物帯が広く分布している。

○ 32～33kp、37～38kp、 51～54kpは、上記の環境が少なく、環境の多様性が劣る区間となっている。

■環境配慮（環境の保全・創出）

○ 流下能力の確保を目的とした低水路掘削等が必要な区間においては、低水路拡幅等と合わせ多様な動植物の生息・生育・繁殖環境となっている瀬・淵や自然裸

地及びヨシやヒメガマが生育する湿地環境の保全・創出を図る。

○ 多様な自然環境が形成されている支川群（大栗川、浅川、谷地川、秋川、平井川）の合流部では、改修による河道掘削において、切り下げによる背水対策等の治

水機能の向上と合わせて、魚類の産卵・揺籃・退避場や鳥類の産卵場としての機能を有する氾濫原環境の保全・創出を図る。

○ 河川整備に伴い瀬･淵、自然裸地、ワンド・たまり、並びに支川合流部等への影響が懸念される場合は、有識者等の意見を仰ぎ環境保全措置を図る。

凡例

：早瀬

：淵

：自然裸地

：ワンド・たまり

代表区間の瀬・淵、自然裸地 R2.11.3

代表区間の瀬・淵、ワンド・たまり R3.12.27

AP
 

礫河原や瀬･淵

の保全・創出

支川合流部における河道

内氾濫原の保全・創出

ワンド・たまりの

保全・創出
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◆基本情報1：河川環境区分（セグメント形成要因）

◆基本情報2-1：動植物の生息場の分布状況（全川の中央値に基づき評価）

54kp

54kp

53kp

53kp

55kp

55kp

56kp

56kp

58kp

58kp
57kp

57kp

59kp

59kp

60kp

60kp

61kp
61kp

良好な環境を有
する区間

環境の多様性
が劣る区間

54 55 56 57 58 59 60 61

河川環境区分 区分6

河川区分

大セグメント区分 セグメント1

小セグメント区分

堤内地の景観 　右岸側

堤内地の景観　 左岸側

周辺の地形・地質
河床勾配
（平均河床高）

河床材料

川幅

（河道幅・水面幅）

横断工作物 □小作取水堰

●大荷田川●鷹巣川

特徴的な狭窄部

右岸 ○ ○ ○

左岸 ○ ○ ○

◆基本情報１  横断工作物凡例：□⇒魚道あり、■魚道なし

距離標（空間単位：1km） 54 55 56 57 58 59 60 61

1. 低・中茎草地

陸 2. 河辺性の樹林･河畔林 △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

域 3. 自然裸地 ○ ○ △ ○ ○ △ △ △

4. 外来植物生育地 △ △ △ × △ △ △ △

水 5. 水生植物帯 △ △ △ △ △ △ △

際 6. 水際の自然度 ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○

域 7. 水際の複雑さ ○ ○ △ △ △ △ △ △

8. 連続する瀬と淵 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

9. ワンド･たまり △ ○ △ △ △ △ △ △

10. 湛水域 △ △ ×

汽 11. 干潟 - - - - - - - -

水 12. ヨシ原 - - - - - - - -

礫河原の植生域

湧水地 ○

海浜植生帯 - - - - - - - -

塩沼湿地 - - - - - - - -

生息場の多様性の評価値 4 4 0 3 4 3 3 3

上流部

1/200

沖積低地

1-①

住宅・斜面緑地

住宅・斜面緑地

特

殊
性

1/200

支川の合流

生態系保持空間
（⑧空間）

自然再生工事箇所

課題：樹林化

典
型

性

水
域

1/260

主

な

セ
グ
メ

ン
ト
形

成

要
因

距離標（空間単位：1km※）

※距離標1：1～2km区間

略図

河
川
区
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鷹

巣

川

大

荷

田

川

小

作

堰

調

布

橋

下

奥

多

摩

橋

多

摩

川

橋

万

年

橋

柳

淵

橋

鮎

美

橋

凡例 区分
保全

優先度

自然裸地 －

低・中茎草地 中

水生植物帯 －

ヤナギ林 －

落葉広葉樹林 －

○ 瀬･淵や自然裸地は54～56kp、 58～59kp、61～62kpに広く分布し、当該区間に特徴的な生息場を形成している。

○ 56～57kpの堰上区間は湛水域を広く含み、自然裸地、瀬･淵が少なく環境の多様性が劣る区間となっている。

良好な環境を
有する区間

凡例 区分
保全

優先度

外来植物 管理

ヨシ原 高

干潟 －

人工利用地 管理

早瀬 高

淵 高

湛水域 管理

W ワンド・たまり 高

※整備を実施する際は、生息場の相対評価値の他、定

量値や地形・環境の経年変化、水産業、 「生態系保

持空間」の指定状況、河川利用等を踏まえ、河川の環

境保全・創出の目標設定を行い、適切な河川改修等を

実施する。

霞堤

河川環境の整備と保全 環境の目標設定（生息場の分布、相対評価）【上流部】 多摩川水系

○ 流下能力の確保を目的とした低水路拡幅等と合わせ、水際の複雑さやエコトーンの再生・創出により動植物の生息・
生育・繁殖環境の向上を図るとともに水域の縦断連続性の確保を図り、魚類等の遡上・降下環境を維持・保全する。

○ 実施後はモニタリングを行い、瀬･淵、自然裸地等の分布について変化を確認する。

○ 「河川環境管理シート」から、環境目標とする「瀬･淵」「自然裸地」の分布を確認した。

○ これらの良好な生息場は54～56kp、58～59kp、61～62kpに広く分布し、当該区間に特徴的で良好な動植物の生息・生育・繁殖環境を形成している。一方、堰直上

区間の湛水域を広く含む56～57kpは、自然裸地、瀬･淵が少なく環境の多様性が劣る。

○ これらの状況を踏まえ、今後の河川管理にあたっては、環境の状況を十分に把握し、適切な保全措置を図っていく。

環
境
概
要

環
境
配
慮
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河川環境の整備と保全 （ 上流部 ）《 54km～61.8km 》 多摩川水系

代表区間の瀬・淵、自然裸地 R2.10.26

良好区間の瀬・淵、自然裸地 R2.10.26

凡例

：早瀬

：淵

：自然裸地

：ワンド・たまり

環境配慮のイメージ横断図

■環境の概要（特徴（良い点・改善が必要な点））

○ 54～56kp、 58～59kp、61～62kpは瀬･淵の連続、自然裸地（砂礫河原）が広く分布している。

○ 56～57kpは、小作取水堰による湛水域を広く含み、上記の環境が少なく、環境の多様性が劣る区間となっている。

■環境配慮（環境の保全・創出）

○ 流下能力の確保を目的とした低水路掘削等が必要な区間においては、低水路拡幅等と合わせ多様な動植物の生息・生育・繁殖環境となっている瀬･淵や自然裸

地の保全・創出等を図る。

○ 河岸の切り立つ区間において流下能力の確保を目的とした低水路掘削等が必要な区間では、入り組みを持たせた緩勾配の河岸とすることで、エコトーンの保全・

創出を図るとともに、既存魚道とその周辺地形の順応的な管理によって水域の縦断の連続性の確保を図り、魚類等の遡上・降下環境を維持・保全する。

○ 河川整備に伴い瀬･淵、自然裸地等への影響が懸念される場合は、有識者等の意見を仰ぎ環境保全措置を図る。

礫河原や瀬・淵の連続等の保全・創出

河川利用空間

の形成

AP
 

水防資材置き場
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環境配慮のイメージ横断図

多摩川水系河川環境の整備と保全 （ 浅川 ）《 0km～13km 》 多摩川水系

■環境の概要（特徴（良い点・改善が必要な点））

○ 陸域ではセグロセキレイ等の鳥類が生息する礫河原が形成されている。

○ 水域ではアブラハヤやホトケドジョウ等の魚類が生息・繁殖環境とする連続した瀬・淵やワンド・たまりが形成されている。

○ 浅川では上総層群の分布により、河道内で河床洗掘があった場所に土丹が露出している箇所がある。

■環境配慮（環境の保全・創出）

○ 流下能力の確保を目的とした低水路掘削等が必要な区間においては、低水路拡幅等と合わせ多様な動植物の生息・生育・繁殖環境の向上を目的とし、瀬･淵やワンド・

たまりの創出や礫河原の保全を図る。

○ 河川整備に伴い瀬･淵、礫河原等への影響が懸念される場合は、有識者等の意見を仰ぎ環境保全措置を図る。

凡例

：早瀬

：淵

：自然裸地

：ワンド・たまり

礫河原等の保全
HWL

土丹露出状況（10kp付近）
暁水管橋

礫河原状況（2.4kp付近）

高幡橋
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水辺空間の整備

岸辺の散策路

緩傾斜坂路（スロープ）

左岸14.1k

右岸26.2k右岸29.5k

左岸9.9k

左岸24.4k右岸30.7k

水辺空間の整備
○ 岸辺の散策路や緩傾斜坂路の整備を進めており、誰もが安全かつ容易に利用できるような水辺空間の整備を実施している。

多摩川水系

岸辺の散策路

岸辺の散策路

緩傾斜坂路（スロープ）

緩傾斜坂路（スロープ）

緩傾斜坂路（スロープ）

緩傾斜坂路（スロープ）

左岸50.6k

右岸38.2k

右岸26.2k右岸29.5k
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水辺の楽校

福生子どもの水辺 あきしま水辺の楽校

だいし水辺の楽校

せたがや水辺の楽校

たちかわ水辺の楽校

府中市子どもの水辺

八王子浅川子どもの水辺
羽田水辺の楽校

• 多摩川直轄管内１９箇所（令和４年６月時点）で活動

水辺の楽校
○ 平成13年1月より「水辺の楽校」が開校し、河川に親しむイベントを市民団体が主体となって実施している。

多摩川水系

とどろき水辺の楽校
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多摩川八景と史跡・名勝・天然記念物

景観と史跡・名勝・天然記念物
○ 多摩川流域内の国指定による史跡名勝・天然記念物は代表１３件あり、主に中上・下流部、下流部に分布している。多摩川の河岸には古代遺跡が多く、特に下流に近い

世田谷、大田区には巨大古墳群がみられる。

○ 多摩川における素晴らしい景観地から多摩川50 景が選出され、その中から市民の投票により現代の多摩川の象徴として多摩川八景が選出された。

多摩川水系

4

種別 名称 所在地

天然
記念
物
■

1．御岳の神代ケヤキ 青梅市

2．馬場大門のケヤキ並木 府中市

3．幸神神社のシダレアカシデ 日の出町

名勝
■

4．小金井のサクラ 小金井市

史跡
■

5．細井広沢墓 世田谷区

6．亀甲山古墳 大田区

7．武蔵国分寺跡 国分寺市

8．船田石器時代遺跡 八王子市

9．椚田遺跡 八王子市

10．西秋留石器時代住居跡 あきる野市

11．滝山城跡 八王子市

12．八王子城跡 八王子市

13．小仏関跡 八王子市

10
11

12
13

8
9

7

5
6

2

1

3

c.秋川渓谷 d.玉川上水

a.奥多摩湖 b.御岳渓谷 e.多摩大橋付近の河原 f.二子玉川兵庫島 g.多摩川台公園 h.多摩川の河口

※写真a～hは、多摩川八景を示す
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生態系ネットワーク
○ 関東地域では、多様な主体が協働・連携し、広域連携モデルとしてのエコロジカル・ネットワークの形成によるコウノトリ・トキの舞う魅力的な地域づくりの実現を目的とし、平

成25年に『関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会』を設立し、様々な取り組みを進めている。

○ 近年では、渡良瀬遊水地における自然繁殖に３ヶ年連続で成功しているとともに、野田市を中心とし各自治体においてもコウノトリの放鳥の動きが活発化しているほか、近
畿地方にあるコウノトリ郷公園から関東地域に飛来する数も増加傾向にある。

○ 多摩川水系では、所々でコウノトリの飛来と５時間以上の滞在が確認されており、休憩場及び採餌環境としての役割を担っている。

関東エコロジカル・ネットワークの概要

学識者を部会長とした３つ
の専門部会による議論を
経て、関東エリアにおける
効果的・効率的な取り組み
を展開

多摩川水系における確認実績

コウノトリが確認された昭和用水堰周辺は、河川環境管理計画において「生
態系保持空間」として維持・保全されており、現在でも礫河原や湧水を伴う
池沼が見られる特徴を有している

コウノトリが確認された六郷河川敷公園周辺は、河川環境管理計画において「
生態系保持空間」として維持・保全されており、現在でも潮間帯に広いヨシ原
や干潟が広がり、河口域特有の動植物が多く見られる特徴を有している

令和４年６月に巣立ったヒナ

多摩川水系
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②基本高水のピーク流量の検討

⑥総合土砂管理
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総合的な土砂管理
○ 河道領域の上流部では、澪筋の固定化及び高水敷の樹林化による河道の二極化が進んでおり、局所洗掘の発生や樹林化による流下能力の低下が生じている

。河道の二極化対策として、高水敷切り下げと低水路洗掘箇所の埋め戻し等の河道整正が実施されている。

○ また、河道領域の中流部や支川浅川では土丹層が多く分布しており、一度露出すると局所洗堀が進み、構造物の被災や破堤につながる恐れがある。H19出水
では、土丹層を基礎とする二ヶ領宿河原堰の上流部護床工で被災が生じている。

○ このような課題に対して、流域の源頭部から海岸まで一貫した総合的な土砂管理の観点から、国、都県、市町村などが相互に連携し、流域における河床高の経
年変化、土砂移動量の定量把握、土砂移動と河川生態系への影響に関する調査を行い、必要に応じて適正な土砂移動量の確保に努める。

多摩川水系

河道領域の問題点 対策の基本的な考え方

■治水上の安全性の向上、および生態系保持空間の再生を図
る（治水と環境の調和した対策）

・澪筋の固定化と河床低下が生じる前の幅広く浅い流れの河道を目指
す。
・できるだけ澪筋を堤防から離した船底形断面の流路を設定する。

■洪水の安全な流下・川らしさを示す植生環境の誘導を図る（ハ
リエンジュ林の伐採）

■多様な環境を構成していた湿潤環境の再生を図る(湧出池の
再生等）

■施工時には河川固有の希少種（カワラケツメイ、カワラサイコ）
の保全に配慮する

・希少種が対策後の環境適地へ定着できるよう手助けを行う。
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②基本高水のピーク流量の検討

⑦流域治水の推進
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主な洪水と治水対策 多摩川水系流域治水プロジェクト 位置図

○ 令和元年東日本台風（台風第19号）では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、多摩川水系においても、我が国の人口や資産
が極めて高度に集積する流域の特徴を踏まえ、事前防災対策を進める必要があり、以下の取組を実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大洪水と
同規模の洪水に対して堤防からの越水を回避し、流域における浸水被害の軽減を図る。

R3.3策定
R4.3更新 多摩川水系
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区分 対策内容 実施主体
工程

短期 中長期

氾濫を
できるだけ
防ぐ・減らす
ための対策

多摩川緊急治水対策プロジェクト
(堤防整備、堰改築、河道掘削）

京浜河川事務所

堤防整備
（無堤、弱小堤）

京浜河川事務所
神奈川県

護岸整備等、分水路整備、調節池整備 東京都

多摩川と平瀬川の合流部対策の検討・実施
京浜河川事務所
神奈川県、川崎市

水衝部対策
防潮堤耐震対策

京浜河川事務所
東京都

下水道施設（雨水幹線・貯留施設等の整備）
による浸水対策

東京都、川崎市

いのちとくらしを守る土砂災害対策
東京都、神奈川県、
山梨県

利水ダムにおける
事前放流等の実施、体制構築

京浜河川事務所
東京都、神奈川県

放水路整備、建設中施設の活用による雨水貯
留（本運用まで）

川崎市

雨水貯留浸透施設整備
都
市区町

被害対象を
減少させる
ための対策

浸水想定区域（浸水深0.5m以上の区域）を居
住誘導区域から除外（立地適正化計画）

八王子市

被害の軽減、
早期復旧・

復興のための対
策

タイムラインの高度運用
マイ・タイムラインの取組推進

京浜河川事務所、東
京都、神奈川県、市
区

要配慮者利用施設の避難対策 福生市

いのちとくらしを守る土砂災害対策

治水協定に基づく事前放流等の実施

合流部対策の検討、実施

雨水貯留浸透施設整備

タイムラインの高度運用、マイ・タイムラインの取組推進

浸水想定区域（浸水深0.5m以上の区域）を居住誘導区域から除外（立地適正化計画）

多摩川中・下流部河道掘削、
大丸用水堰改築

二子玉川堤防整備 完成

多摩川高水護岸、
支川

年1回の避難訓練で適宜計画見直し

協定締結
避難確保計画策定

建設中施設の活用による雨水貯留暫定供用 放水路本運用

完成

谷沢川分水路完成

下水道施設（雨水幹線・貯留施設等の整備）による浸水対策

多摩川中・上流部、支川

気候変動を踏まえた
さらなる対策を推進

■河川対策
全体事業費 約９６５億円
対策内容 堰改築、堤防整備、河道掘削、水衝部対 策、高規格堤防、調節池整備、分水路整備、護岸整備、防潮堤耐震対策 等

■砂防対策
対策内容 いのちとくらしを守る土砂災害対策 等

■下水対策
全体事業費 約３３０億円

対策内容 下水道樋管等のゲート電動化・遠隔操作化、下水道施設の耐水化、下水道施設（雨水幹線・貯留施設等の整備）による浸水対策

※都県管理河川については、補助と交付金に係る当面の事業費を計上している。

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。 ※■■■■■：対策実施に向けた調整・検討期間を示す。

野川大沢調節池
（規模拡大）完成

（令和3年稼働開始）

主な洪水と治水対策 多摩川流域治水対策プロジェクト ロードマップ

○ 多摩川では、多摩川流域の特徴を踏まえ、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、都、県、市区町村が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。

多摩川水系
R3.3策定
R4.3更新

■短 期

多摩川緊急治水対策プロジェクトに基づき、浸水被害の軽減に向けた対策を加速化させるため、多摩川中下流部における河道掘削や堰改築、溢水箇所等の堤防整備を実施。支川においても分水路・調節池整備、
下水道の雨水幹線等の整備を実施。合わせて、建設中施設の活用による雨水貯留等の他、雨水貯留浸透施設整備、要配慮者支援施設の避難対策といった被害の軽減に寄与する対策を実施する。
■中長期

さらに多摩川流域全体の安全度を向上させるため、上流部や支川も含めて、河道掘削、堰改築や堤防整備のほか、合流部対策の検討・実施を行う。合わせて、放水路の運用、雨水貯留浸透施設整備、要配慮者支
援施設の避難対策といった被害の軽減に寄与する対策を実施する。


